



































第1章 トランス ピス(トリアルキルホスフイン)ジアルキルパラジウム 2価錯体が π干酸の存
在下に分解して分子内アルキル基のカ yプリング生成物を与えることがわかった。また，この反応に
より生成するパラジウム01面積が自己触媒していることが明らかになった。








































更に L2PdC~2-CU 1系の触媒を用いると アミン溶媒中で末端アセチレンと有機ハロゲン化物から
脱ハロゲン化水素が容易に起ることを見出し，この反応はアセチレン誘導体の新しい合成法として有
用であることを明らかにした。
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以上のように，任田君の研究は有機金属化学的な立場から触媒反応における各素反応を解明し，そ
の知見をもとにして新しい有機合成反応を見出したもので，理学博士の学位論文として十分価値ある
ものと認めるO
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